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会 議 開 催 日 時 平成 23 年 1 月 19 日（水）18：30～20:30 

開 催 場 所 神田キャンパス 10 号館 校友会 ６階会議室 

参 加 者 

（ 順 不 同 ） 

小林幸宏、髙見澤計夫、柳田裕二、相原浩一、前田治、三井和幸、

小島一記、野崎隆、千葉公胤、石崎泰司、福田文夫、松崎裕一、

田中宏、大舘昌男、野村章次、大野孝、福嶋邦夫、野島謙之助、

三好守眞、橘敏彦、山名昌男、桑谷佳容、山本隆洋、松本健治、

米田守重、内田茂、福澤智、平山文雄、本橋光也、鈴木迪子 

校友会：稲毛通男              （31 名） 

配 布 資 料 １．Ｈ22 年度大学同窓会 第 6 回幹事会レジュメ 

議 事 内 容 記録者：本橋光也  

Ⅰ．小林会長挨拶 

今年は幹事任期の区切りの年になるので次年度の名簿について検討したい。また、

来年度はキャンパス移転があるため各イベントを検討中である。尚、H24 年度は

同窓会 60 周年記念イベントを計画中である。今後も皆様のご協力をお願いしたい、

との話があった。 

 

Ⅱ．校友会関係報告＜会長＞ 

・校友会法人移行があり、この期に大学同窓会の校友会との関係を役員で検討中

である。時期をみて幹事会で議論したい。 

・情報環境学部開設 10 周年記念式典に出席した。同窓会名で植樹を行った。 

・OB 交歓会を実施した。10/30 錦祭、11/13 鳩山祭 

・ホームカミングに出席した。（11/27） 

・アイデアコンテストに出席した。13 件の応募があり、そのうち 7 件のプレゼン

を行い、最終的に同窓会としては奨励賞を決定した。（高見澤副会長が出席） 

・各地方支部総会に出席した。 

 

Ⅲ．就職セミナーについて＜高見澤副会長＞ 

・1/29（土）に開催予定。協力をお願いできる人は 11 時に会場に集合していただ

きたい。開催場所は例年通りホテルグランドパレスである。 

 

Ⅳ．委員会報告 

各委員会より、活動内容について以下の通り報告が行われた。 

 

（１） 規定検討委員会（野崎委員長） 

助け合い基金関連で、返済を行っていない卒業生に対する対策を検討中。 

可能であれば、次年度から対策を実施したい。 
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（２） 広報委員会（福田委員長）。 

同窓会幹事紹介ページ用原稿の提出をお願いしたい。 

 

（３） 準会員支援委員会（高見澤副会長） 

2/3 に委員会開催予定である。委員の人は出席願いたい。 

学生団体から支援の要望があったので、これに関して検討中である。 

 

（４） 事業委員会（福嶋委員長） 

オープン幹事会 12/4，5 で開催した。22 名参加。無事に終了した。今後、参

加者数を増やす対策を検討したい。H23 年度総会については、講師として柳澤

秀夫様（NHK 解説委員室解説主幹）を予定している。 

これに対し、相原副会長から集客のための対策を検討したらどうか、という意

見があった。 

次回委員会は 1/27 に予定している。 

 

（５） 総務委員会（本橋委員長） 

定例業務を行っている旨、報告があった。 

 

Ⅴ．その他  

（１）読売新聞（埼玉版）に以下の掲載があった。（会長） 

理工学部の学生チームが、ボンネビル・スピードウィーク、（今年 8 月、米国

で開催）に出場することになった。同窓会からの援助を検討予定。 

 

（２）次期幹事のメンバーについて（会長） 

幹事の任期は 2 年であるので、皆様に意志確認をお願いしたい。 

橘幹事から、出席率の悪い人には辞退してもらったらどうか。また、大館幹事

から、本人が幹事として参加する意志があれば、実際の出席に関わらず幹事の

メンバーにしたらどうか。名簿の数と実際の出席数は一致しなくても良いので

は。さらに、野崎委員長から、この場合、幹事数に関わる規約を再検討する必

要があるがどうしたら良いか。千葉幹事から、メンバーの分布（学部別、年齢

別、等）を調べてみたらどうか。野島幹事から、定例幹事会に出席できる人が、

幹事であるべき。等の意見が出された。 

 

（３）大館幹事から、移転後の神田地区での同窓会が利用できる場を検討して頂きた

い。機会をみて法人に提案してほしい。 

 

（４）稲毛局長から、錦祭への参加＆関与については検討しているのか。神田での最

後の学園祭なので特別なイベントを考えているのか。予算とも関係してくるの

で分かり次第、校友会に報告してほしい。また、校友会としてもこれらのイベ

ントは同窓会と連携していきたい旨、話があった。これに対し、会長から、事

業委員会の中で今後検討していく予定である、との回答があった。 

以上 


